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手を取りあって
　　共に歩んだ 50年

　

結
婚
50
年
目
を
迎
え

た
夫
婦
を
祝
福
す
る
第

60
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表

彰
式
が
９
月
６
日（
水
）

に
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
で
今
年
金
婚
を

迎
え
ら
れ
た
の
は
、
昭

和
43
年（
１
９
６
８
年
）

に
結
婚
さ
れ
た
14
組
の

夫
婦
で
す
。

　

主
催
の
熊
本
日
日
新

聞
社
と
町
か
ら
表
彰
状

や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

田た
な
か中　

佑ゆ
う
い
ち一（

75
）
志
津
上

諒り
ょ
う
こ子（

72
）

日ひ

の野　

恒つ
ね
あ
き明（

77
）
志
津
上

う
た
子こ
（
71
）

左さ
こ
ん近　

幸こ
う
い
ち一（

77
）
矢
ヶ
部

よ
う
子こ
（
70
）

村む
ら
か
み上　

信の
ぶ
よ
し義（

83
）
陣

内

宏ひ
ろ
み美（

74
）

■
50
年
前
の
主
な
出
来
事

・
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕

・
川
端
康
成
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
受
賞

・
３
億
円
強
奪
事
件
発
生

・
日
本
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
、
ア
メ
リ
カ
に

次
い
で
第
２
位
に

・
日
本
南
極
点
踏
査
旅
行
隊
が
南

極
点
に
到
達

・
東
大
医
学
部
学
生
自
治
会
が
安

田
講
堂
を
占
拠
し
ス
ト
に
突
入

・
水
前
寺
清
子
さ
ん
の

　
「
三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー
チ
」
が

発
売
さ
れ
た
。

表彰状を受け取る
村上信義様・宏美様　御夫妻

受賞者代表謝辞をされた田中佑一様

金
婚
夫
婦
行
政
区･

五
十
音
順　

年
齢
は
９
月
１
日
現
在

北き
た
ざ
と里　

富と
み
お男（

81
）
田　

中

キ
ヌ
子こ
（
77
）

佐さ
わ
た
り渡　

紘ひ
ろ
の
り紀（

77
）
上
町
１

ハ
ス
ヱ（
75
）

松ま
つ
ざ
き﨑　

俊と
し
み
つ光（

76
）
赤
馬
場

察さ
つ
こ子（

74
）

江こ
う
だ田　

正ま
さ
ひ
ろ弘（

79
）
矢
津
田
下

チ
ガ
子こ
（
75
）

俵た
わ
ら
　
　

誠せ
い
い
ち一（

77
）
馬
場
上

藤ふ
じ
こ子（

75
）

俵た
わ
ら

　
　

正ま
さ
み美（

76
）
馬
場
上

ア
キ
ヨ（
73
）

杉す
ぎ　
　

正
し
ょ
う
い
ち市（

70
）
瓜
上
下

カ
チ
子こ
（
73
）

渡わ
た
な
べ邉　

健け
ん
じ児（

76
）
瓜
上
仲

ヨ
シ
子こ
（
72
）

北き
た
ざ
と里　

紘こ
う
い
ち一（

78
）
荒　

倉

典の
り
こ子（

71
）

齋さ
い
と
う藤　

卓
た
か
し　
（
74
）
荒　

倉

美み

ほ

こ
穗
子（
69
）

熊日金婚夫婦表彰式
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■
国
民
年
金
の
種
類
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有

す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

が
加
入
す
る
も
の
で
、
老
齢
・
障
害
・
死

亡
に
よ
り
「
基
礎
年
金
」
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、「
第
1
号
被
保
険
者
」

「
第
2
号
被
保
険
者
」「
第
3
号
被
保
険
者
」

と
3
つ
の
種
類
が
あ
り
、
ど
の
制
度
に
加

入
す
る
か
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
め
方
が

異
な
り
ま
す
。

第
1
号
被
保
険
者

【
対
象
者
】
農
業
・
自
営
業
等
に
従
事
す

る
方
、
学
生
、
無
職
の
方
な
ど

【
保
険
料
納
付
方
法
】
納
付
書
に
よ
る
納

付
な
ど
、
自
分
で
納
め
ま
す
。（
納
め
ら

れ
な
い
と
き
は
、
免
除
や
納
付
猶
予
の
仕

組
み
が
あ
り
ま
す
。）

第
2
号
被
保
険
者

【
対
象
者
】
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
を
受

け
て
い
る
事
業
所
に
勤
務
す
る
方
で
あ
れ

ば
、
自
動
的
に
国
民
年
金
に
も
加
入
し
ま

す
。（
た
だ
し
、
65
歳
以
上
で
老
齢
年
金

を
受
け
る
方
を
除
き
ま
す
。）

【
保
険
料
の
納
付
方
法
】 

国
民
年
金
保
険

料
は
厚
生
年
金
保
険
料
に
含
ま
れ
ま
す
の

で
、
厚
生
年
金
を
か
け
る
方
は
自
動
的
に

国
民
年
金
に
も
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
厚
生
・
共
済
各
制
度
が
、
国
民
年
金

制
度
に
基
礎
年
金
拠
出
金
を
交
付
し
ま

す
。
保
険
料
は
、
勤
務
先
で
納
付
（
給
料

か
ら
の
天
引
き
）
し
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者

【
対
象
者
】
第
2
号
被
保
険
者
の
配
偶
者

で
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
を
い
い
ま

す
。
た
だ
し
、
年
間
収
入
が
１
３
０
万
円

以
上
で
健
康
保
険
の
扶
養
と
な
れ
な
い
方

は
第
3
号
被
保
険
者
と
は
な
ら
ず
、
第
1

号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

【
保
険
料
の
納
付
方
法
】
自
己
負
担
は
な

く
、
配
偶
者
が
加
入
す
る
年
金
制
度
が
一

括
負
担
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

＊
お
問
い
合
わ
せ
の
時
に
、
年
金
手
帳
な

ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を

お
手
元
に
ご
用
意
下
さ
い
。

＊
電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

南
小
国
町
は
、
世
界
最
大
の
カ
ル
デ

ラ
を
有
し
、
年
間
１
千
万
人
以
上
が
訪

れ
る
観
光
名
所
で
あ
る
阿
蘇
の
北
縁
に

あ
り
ま
す
。
杉
を
中
心
と
す
る
林
業
、

高
冷
地
野
菜
や
米
作
の
農
業
、
あ
か
牛

や
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
畜
産
業
が
主
な
産

業
で
す
。
ま
た
、
黒
川
温
泉
を
は
じ
め

と
し
た
５
つ
の
温
泉
地
や
、
二
つ
の
川

が
合
流
す
る
「
夫
婦
滝
」、
阿
蘇
五
岳
を

望
め
る
「
押
戸
石
の
丘
」
な
ど
の
絶
景

ス
ポ
ッ
ト
に
よ
り
年
間
約
１
０
０
万
人

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

美しい村を探す～九州・沖縄～
②熊本県　南小国町

◆人　口：４，０９０人
◆面　積：１１５．８６㎢
◆地域資源：草原、温泉、小国杉

10 月 16 日開催！～きよら祭り～
　毎年秋の収穫を感謝するイベント。小国両神社
の秋季大祭で、御神輿の市原御仮屋への巡幸にあ
わせた豊穣祭として行われる祭りです。今年も、
市原小学校を会場に、町内のグループなどによる
バザーと、カラオケ大会、抽選会などのステージ
イベントがあります。
　また、今年は「日本で最も美しい村」連合に加
盟している『熊本県高森町』『福岡県八女市星野村』
からのバザー出店もあります。
＜出店内容＞
〇高森町：ナスのスープ・大吟クッキー等
〇星野村：お茶・ジャム・抹茶お菓子等

温泉（露天風呂） きよら祭り

小国杉

年
金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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熊野座神社秋季大祭

中原楽を奉納する園児たち

カメラやスマートフォンで写真を撮る観客

避難者がいる中、事業の再開に葛藤もあったと話す参加者も

９月18日（火）

　中原地区のお祭り、熊野座神社秋季大祭が行われ
ました。
　家内安全や五穀豊穣を祈願し、地域住民が集まり、
神事が執り行われました。今年は瓜上地区の舞い手
不足により、中原楽の奉納は行われませんでしたが、
中原保育園児による、「こども中原楽」が披露されま
した。一生懸命に楽を舞う子どもたちに、参拝者から
は大きな拍手が送られました。また、毎年恒例の地
区対抗の「縄ない大会」やこども相撲も行われ、会
場は盛り上がっていました。

吉原神社例祭

車座ふるさとトーク開催

９月20日（木）

９月19日（水）

　吉原神社例祭が開催され、神楽の奉納が行われま
した。あいにくの雨ではありましたが、今年はシャト
ルバスが運行し、町内外から多くのお客さんが集まり
ました。
　吉原岩戸神楽は国選択無形民俗文化財とされてお
り、「五穀舞」「貴見城」など６座の奉納がおこなわ
れました。中でも「柴曳」では、ステージ上に上げら
れた子どもは面を付けた舞手が怖かったようで大泣き
していましたが、曳かれた子供たちは今年一年、無
病息災の御利益があるともいわれています。

　復興庁の大臣や政務官などが地域を訪問し、住民
と対話を行う座談会「車座（くるまざ）ふるさとトーク」
が南小国町でも開催されました。
　復興庁は東日本の震災を契機に新設された省庁
で、復興事業を実施しながら全国で住民との座談会
を開き、政策へ反映させる取り組みを行っています。
　今回の車座ふるさとトークは黒川べっちん館で開催
され、町内の観光関係者などが集まり、浜田昌良復
興副大臣との意見交換を行いました。
　浜田復興副大臣は災害からの復興の過程や課題な
どを出席者から丁寧に聞き取っていました。
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１部　大塚嘉久さんとしげくま号

２部　村上秀訓さんとなつ 73号

３部　武田裕泉さん（写真は孝介くん）とこひな号

小国郷畜産共進会９月22日（土）

　JA 阿蘇小国郷畜産共進会が行われました。この会では小国
郷内で飼育されている牛を審査し、畜産のさらなる改良、発展
につなげます。
　発育状況や健康状態などを審査し、出品部門ごとに順位が
つけられました。南小国町からも多くの受賞者がありましたの
でご紹介いたします。受賞誠におめでとうございます。

受賞者（敬称略）
１部　褐毛和種　子牛の部
（賞） （出品者） （名号）

名誉賞 大
おおつか

塚　嘉
よしひさ

久 しげくま（波居原下）

優秀賞主席 加
かとう

藤　宏
ひろふみ

文 きくみつひめ（田中）

２部　褐毛和種　育成牛の部

名誉賞 村
むらかみ

上　秀
ひでのり

訓 なつ 73（古賀）

優秀賞主席 武
たけだ

田　裕
いずみ

泉 第 7きくゆう（樋の口）

優秀賞次席 佐
さとう

藤　勝
かつあき

明 しげはる（吉原）

３部　黒毛和種　子牛の部

名誉賞 武
たけだ

田　裕
いずみ

泉 こひな（樋の口）

４部　黒毛和種　育成牛の部

優秀賞次席 武
たけだ

田　裕
いずみ

泉 みつひめ 92（樋の口）

５部　経産牛の部

優秀賞次席 大
おおもり

森　秀
ひでのぶ

信 第 6そしげ（長迫）

孔
雀
鳩
従
え
女
薔
薇
手
入
れ　
　
　
　

穴
井
梨
影
女

行
列
の
近
づ
い
て
来
る
祭
笛　
　
　
　

河
津　

悦
子

猛
暑
な
る
心
の
ゆ
と
り
奪
わ
れ
し　
　

河
津　

昭
子

星
月
夜
母
呼
ぶ
子
供
江
戸
訛
り　
　
　

河
津
せ
い
子

早
朝
の
猪
よ
り
先
の
栗
拾
い　
　
　
　

河
津　

靜
子

運
動
会
レ
ー
ス
半
ば
の
秋
の
雨　
　
　

北
里　

富
男

ひ
と
し
き
り
子
等
の
話
を
し
て
良
夜　

北
里
千
寿
恵

市
電
は
や
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
に
夏
来
る　

笹
原　

景
林

日
陰
り
て
数
の
ふ
え
来
し
赤
蜻
蛉　
　

佐
藤
テ
ル
子

分
け
入
り
て
一
つ
二
つ
や
花
茗
荷　
　

佐
渡　

節
子

雨
き
た
る
畠
あ
ち
こ
ち
大
根
蒔
き　
　

下
城　

た
ず

ざ
つ
く
り
と
秋
の
花
挿
し
町
医
院　
　

杉
野　

正
依

山
家
朽
ち
鵯
つ
ゝ
く
実
の
二
つ　
　
　

本
田　

髙
幹

向
日
葵
の
華
や
ぐ
今
日
の
駐
車
場　
　

宮
﨑　

チ
ク

新
発
意
の
足
袋
先
の
反
り
秋
彼
岸　
　

安
武
く
に
子

5
広報きよら 2018.10

5

まちのわだい



季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

が
始
ま
り
ま
す
！

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
毎

年
の
よ
う
に
流
行
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
こ
の
予
防
接
種
は
、
主
に
個
人
の

予
防
目
的
で
あ
り
、
義
務
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
個
人

で
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
へ
予
約

を
行
い
、
体
調
の
よ
い
日
に
接
種
し
て

下
さ
い
。

〇
小
国
郷
内
で
接
種
で
き
る
医
療
機
関

蓮
田
医
院
、
小
国
公
立
病
院
、
お
ぐ
に

整
形
外
科
、
お
お
む
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク〇
個
人
負
担
金

・
接
種
当
日
１
～
64
歳
の
方

　

１
，
２
０
０
円

・
接
種
当
日
65
歳
以
上
の
方

　

７
０
０
円

〇
予
約
可
能
な
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

〇
65
歳
未
満
の
方
で
、
小
国
郷
以
外
の

医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

　

上
限
金
額
内
で
の
払
い
戻
し
を
行
い

ま
す
。
予
防
接
種
後
に
、「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
代
」
等
と
記
載
さ
れ

た
領
収
書
・
印
鑑
（
口
座
振
込
希
望
の

場
合
は
通
帳
も
）
を
持
っ
て
、
速
や
か

に
町
民
課 

保
健
衛
生
係
で
手
続
き
を

行
っ
て
下
さ
い
。

〇
65
歳
以
上
の
方
で
、
小
国
郷
以
外
の

医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

　

事
前
に
依
頼
状
及
び
予
診
票
を
、
町

よ
り
発
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
少

な
く
と
も
１
週
間
前
に
は
、
町
民
課 

保
健
衛
生
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
依

頼
状
が
な
い
場
合
は
任
意
接
種
と
な

り
、
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
の
補
償

等
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

〇
注
意
事
項

・
必
ず
事
前
の
予
約
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
予
防
接
種
の
説
明
書
や
予
診
票
は
、

各
医
療
機
関
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

・
各
医
療
機
関
に
よ
っ
て
接
種
で
き

る
期
間
や
日
時
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
文
字
放
送
も
し
く
は

９
月
の
広
報
と
一
緒
に
配
布
し
た
「
平

成
30
年
度
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
に
つ
い
て
」（
Ａ
３
サ
イ
ズ
の

青
紙
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
補
助
金
の
申
請
受
付
は
、
平
成
31
年

３
月
29
日（
金
）ま
で
で
す
。

梅
毒
の
報
告
数
が
増
え
て
い
ま
す
！

　

近
年
、
本
県
を
含
め
全
国
的
に
梅
毒

の
報
告
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

本
県
に
お
い
て
は
、
昨
年
に
入
っ
て

か
ら
急
増
し
て
お
り
、
男
性
は
20
～
50

歳
代
、
女
性
は
20
歳
代
か
ら
多
く
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
梅
毒
と
は

　

細
菌
の
一
種
で
あ
る
梅
毒
ト
レ
ポ

ネ
ー
マ
が
原
因
菌
で
、
性
的
な
接
触

（
他
人
の
粘
膜
や
皮
膚
と
直
接
接
触
す

る
こ
と
）
な
ど
に
よ
っ
て
う
つ
る
感
染

症
で
す
。

　

潜
伏
期
間
は
３
～
６
週
間
程
度
で
、

経
過
し
た
期
間
に
よ
っ
て
症
状
の
出
現

す
る
場
所
や
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

　

感
染
初
期
（
感
染
後
３
週
間
）
に
は
、

感
染
が
起
き
た
部
位
に
し
こ
り
が
で
き

た
り
、
股
の
付
け
根
部
分
の
リ
ン
パ
節

が
腫
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
治
療
を

せ
ず
に
３
か
月
以
上
を
経
過
す
る
と
、

手
の
ひ
ら
や
足
の
裏
、
体
全
体
に
う
っ

す
ら
と
赤
い
発
疹
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

感
染
後
、
数
年
を
経
過
す
る
と
、
皮

膚
や
筋
肉
、
骨
な
ど
に
ゴ
ム
の
よ
う
な

腫
瘍
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
心
臓
や
血
管
、
脳
な
ど
の
複
数

の
臓
器
に
病
変
が
生
じ
、
場
合
に
よ
っ

て
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

妊
娠
し
て
い
る
人
が
感
染
す
る
と
、

胎
盤
を
通
じ
て
胎
児
に
感
染
し
、
死
産

や
早
産
、
新
生
児
死
亡
、
奇
形
が
起
こ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〇
予
防
方
法

　

梅
毒
の
感
染
経
路
の
多
く
は
、
性
行

為
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
感

染
部
位
の
粘
膜
や
皮
膚
が
直
接
接
触
を

し
な
い
よ
う
に
、
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用

す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
コ
ン
ド
ー
ム
が
覆
わ
れ
な

い
部
分
の
皮
膚
な
ど
で
も
感
染
が
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
皮
膚
や
粘
膜

に
異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
、
性
的
な
接

触
を
控
え
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

〇
治
療
方
法

　

主
に
、
抗
菌
薬
の
内
服
に
よ
る
治
療

が
中
心
で
す
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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問い合わせ 南小国町国民健康保険（町民課）   TEL ４２－１１１３ 

往療料（おうりょうりょう）とは？ 

 自分で歩くことが難しい患者さんを対象に、施術者が患者

さんのご自宅等へ訪問して施術を行った場合に支給される、

いわば施術者の「出張料」です。 

往療料でどんな不正請求が発生しているの？

○ 患者が歩行可能であるにもかかわらず往療料を請求 

○ 往療距離、往療回数の水増し請求 

○ 往療していないのに往療料を請求 

○ 同一家屋の複数患者の施術に対する往療料の重複算定 

 ※同じ家屋（例：特別養護老人ホーム等の施設）の複数の患者さんに対して、同 

  日に 1 人の施術者が施術を行った場合、往療料は 1 名分しか算定できません。 

不正請求をなくすために請求内容の確認にご協力ください！ 

 不明な点がある場合は施術所に確認しましょう。施術所に確認しても

解決しない場合は、ご加入の保険者へ相談しましょう。 

 施術を受けたときは、傷病名、施術日数、金額などを確認の

うえ、療養費支給申請書の所定の欄に患者さんご自身で署名又は

押印しましょう。 

○ 施術所に通っているのに、往療料が算定されていませんか？ 

○ 自分で歩けるのに、往療料が算定されていませんか？ 
※ 往療料が算定できるのは、疾病や負傷のため自宅で静養している場合など、外出が制限 

 されている場合だけです。 

（例）循環器系疾患のため在宅療養中で、医師の指示により外出が制限されている場合など。 

往療料は 

ここを確認！ 

 療養費支給申請書の内容をよく確認しましょう 

 領収証は大切に保管しましょう。医療費通知が届いたら、領

収証と照らし合わせて請求内容に誤りがないか確認しましょ

う（自己負担額の端数処理により、誤差が生じる場合があります。）。 

医療費通知をよく確認しましょう 

 健康保険等を使った訪問マッサージについて、施術所が架空請求や水増し請求

を行い、施術費用（療養費）を不正に受領した事例が確認されています。 

 特に、「往療料（おうりょうりょう）」を不正請求した事例が目立っています。 

国保からの

お知らせ 
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地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

　

地
籍
調
査
事
業
は
、
一
地
区
の
土
地
の

調
査
が
完
了
す
る
ま
で
約
３
年
か
か
り
ま

す
。
１
年
目
は
土
地
所
有
者
立
会
の
も
と

境
界
立
会
を
行
い
、
２
年
目
は
前
年
に
境

界
立
会
を
行
っ
た
箇
所
を
測
量
し
、
３
年

目
は
測
量
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
地
籍
成
果

と
な
る
地
籍
図
と
地
籍
簿
の
閲
覧
を
行

い
、
最
終
的
に
、
そ
の
成
果
に
よ
り
法
務

局
の
登
記
簿
が
修
正
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
お
け
る
地
籍
調
査
事
業

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
筆
地
調
査
（
現
地
調
査
）

調
査
場
所　

阿
美
張
、
白
岩
、
上
白
岩
、

松
ノ
木
、
髙
鼻
、
廣
戸
、
森
木
、
計
７

字調
査
時
期　

平
成
30
年
10
月
中
旬
～

現
地
測
量

　

測
量
場
所　

小
萩
、
仁
田
原

　

測
量
時
期　

現
在
、
実
施
中
で
す

本
閲
覧

　

閲
覧
地
区　

赤
谷

　

閲
覧
時
期　

平
成
30
年
10
月
下
旬
～

　

関
係
者
の
皆
様
に
は
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
税

務
課
地
籍
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

確
定
申
告
に
関
す
る
利
用
者
識
別
番

号
の
事
前
取
得
に
つ
い
て

　

南
小
国
町
で
受
付
す
る
平
成
30
年
分

の
所
得
税
確
定
申
告
の
提
出
が
、
こ
れ

ま
で
の
書
面
提
出
に
代
え
て
電
子
申
告

（e-Tax

）
に
よ
り
阿
蘇
税
務
署
に
提
出
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
申
告
書
と
合
わ
せ
て
源

泉
徴
収
票
等
を
原
本
提
出
し
て
い
た
も
の

が
内
容
確
認
の
み
と
な
っ
た
り
、
還
付
申

告
の
早
期
還
付
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
今
後
、
南
小
国
町
役
場
で
電
子
申

告
さ
れ
る
方
は
、
電
子
申
告
を
利
用
す
る

際
に
必
要
と
な
る
「
利
用
者
識
別
番
号
」

の
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。
平
成
30
年
10

月
に
阿
蘇
税
務
署
か
ら
「
利
用
者
識
別
番

号
の
事
前
取
得
の
お
願
い
」
の
文
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、文
書
が
届
い
た
方
は「
電

子
申
告
・
納
税
等
開
始
届
出
書
」
を
税
務

署
ま
で
ご
提
出
下
さ
い
。

※
利
用
者
識
別
番
号
の
取
得
か
ら
電
子
申

告
ま
で
の
流
れ
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

税
務
署
へ
の
面
接
相
談
は
事
前
予
約
を

お
願
い
し
ま
す

　

阿
蘇
税
務
署
で
の
面
接
相
談
を
希
望
す

る
方
は
、
電
話
で
事
前
に
相
談
予
約
が
必

要
で
す
。
事
前
予
約
の
方
法
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
阿
蘇
税
務
署
に
電
話

　

☎（
２
２
）０
５
５
１

②
音
声
案
内
に
従
い
➋
を
選
択

③
住
所
・
氏
名
・
相
談
内
容
等
を
伝
え
る

国
民
健
康
保
険
資
格
の
取
得
・
喪
失
の

届
出
は
14
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

税務署

役 場

②「電子申告・納税等開始届出書」を提出

④役場の申告会場で申告相談・電子申告

⑤申告書控えの交付、源泉徴収票の返却

①「利用者識別番号取得のお願い文書」を送付

 

③「利用者識別番号通知書」を送付

⑥
電
子
申
告

平
成
30
年
分
の
確
定
申
告

期
に
、役
場
の
申
告
会
場

を
ご
利
用
の
方 

10 月から 12 月の面接相談日（予約制）

相
談
内
容

所得税、贈与税
相続税、譲渡所得
個人事業者の消費税

法人税、消費税
印紙税等の諸税
源泉所得税

相
談
日

10月11日（木）、25日（木）
11月 8日（木）、22日（木）
12月13日（木）、27日（木）

10月30日（火）
11月29日（木）
12月20日（木）
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山
の
事
故
に
注
意
！

　

実
り
豊
か
な
秋
と
な
り
紅
葉
狩
り
や
山

菜
採
り
等
で
山
に
行
く
機
会
も
多
く
な
っ

て
く
る
事
と
思
い
ま
す
。
入
山
の
際
は
次

の
点
に
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

・
暑
く
な
く
て
も
水
分
は
持
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

・
家
族
に
行
き
先
を
伝
え
て
行
き
ま
し
ょ

う
。

・
突
然
の
天
候
変
化
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
蜂
や
蛇
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
携
帯
電
話
が
あ
れ
ば
持
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

・
怪
我
や
気
分
不
良
の
時
は
消
防
署
へ
通

報
し
ま
し
ょ
う
。

甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
の
ご
案
内

■
講
習
日

11
月
６
・
７
日
（
２
日
間
）

■
会
場

阿
蘇
広
域
消
防
本
部

　
　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
受
付

各
消
防
署
に
て

10
月
１
日（
月
）か
ら

10
月
26
日（
金
）ま
で

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

（
土
・
日
・
祝
・
祭
日
の
閉
庁
日
は
除
く
）

■
受
講
料

３
，
４
０
０
円（
図
書
代
）

■
防
火
管
理
者
講
習
に
関
す
る

　

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部　
（
３
４
）０
１
１
９

北
部
分
署　
（
４
６
）４
４
１
１

　
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
10
月
11
日（
木
）か
ら
20
日

（
土
）ま
で
の
10
日
間
、「
全
国
地
域
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
の
な
い
安
全
な
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
防
犯
協
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
、
自
治
体
、
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
、
警
察
が
連
携

し
、
各
地
で
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

み
ん
な
の
力
で
犯
罪
の
な
い
、「
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
」
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

【
全
国
】

・
子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

・
特
殊
詐
欺
（
振
り
込
め
詐
欺
等
）
の
被

害
防
止

【
県
】

・
住
宅
対
象
侵
入
窃
盗
被
害
防
止

ゴ
ミ
の
投
棄
、
焼
却
は
犯
罪
で
す
！

　

廃
棄
物
（
家
庭
ゴ
ミ
や
事
業
に
よ
り
排

出
し
た
ゴ
ミ
）
を
捨
て
た
り
燃
や
す
こ
と

は
少
量
で
あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ミ
は
所
定
の
手
続
き
で
処
分
し
ま

し
ょ
う
。

【
罰
則
】

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
千
万
円
（
産

業
廃
棄
物
の
場
合
、
法
人
は
３
億
円
）
以

下
の
罰
金
（
併
科
）

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

全国地域安全運動
2018.10.11－20

～安全で住みよい
地域社会の

実現を目指して～

特
別
警
戒

実
施
中
！

9
広報きよら 2018.10



修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た

　

本
校
２
年
生
が
、９
月
９
日
～
11
日（
日

～
火
）で
修
学
旅
行（
沖
縄
方
面
）に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
９
日
の
出
発
式（
役
場
前
）は

雨
で
し
た
が
、
沖
縄
で
は
大
き
く
天
候
が

崩
れ
る
こ
と
も
な
く
、
充
実
し
た
３
日
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
を
飛
び
立
ち
、
那

覇
空
港
に
到
着
す
る
と
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔

や
平
和
記
念
資
料
館
を
見
学
し
、
平
和
記

念
公
園
で
平
和
集
会
を
行
い
ま
し
た
。
子

ど
も
達
の
真
剣
な
表
情
か
ら
、
二
度
と
戦

争
は
起
こ
さ
な
い
と
い
う
強
い
思
い
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
轟
壕
を
見
学
し
、

ホ
テ
ル
で
平
和
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
学
べ
た

１
日
で
し
た
。

　

２
日
目
は
、
佐
喜
眞
美
術
館
で
館
長
さ

ん
か
ら
沖
縄
戦
の
話
を
聞
い
た
り
、
民
家

の
上
空
を
飛
ん
で
い
る
ヘ
リ
を
実
際
に
み
た

り
し
て
、
沖
縄
の
過
去
や
今
の
現
実
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
午
後
は
、
美

ら
海
水
族
館
の
見
学
や
エ
メ
ラ
ル
ド
ビ
ー

チ
で
の
海
水
浴
も
体
験
し
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
首
里
城
見
学
や
国
際
通
り
散

策
で
沖
縄
を
十
分
に

体
感
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
泊
３
日
の
短
い

時
間
で
し
た
が
、
仲

間
と
と
も
に
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
大
変
有
意

義
な
３
日
間
で
し
た
。

阿
蘇
郡
市
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

９
月
20
日（
木
）に

阿
蘇
市
農
村
公
園

陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
条
件
的

に
は
雨
で
選
手
達
は

大
変
で
し
た
が
、
壮

行
会
で
発
表
し
た
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

一
生
懸
命
に
頑
張
り
、
素
晴
ら
し
い
結
果

を
出
し
て
い
ま
し
た
。
総
合
成
績
も
昨
年

を
上
回
り
、
県
大
会
も
３
名
が
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
役
員
の
先
生
や
生

徒
の
み
ん
な
も
頑
張
っ
た
１
日
で
し
た
。
県

大
会
で
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

小
国
郷
寺
子
屋

　

小
国
郷
寺
子
屋
（
夏
休
み
学
習
会
）
が

８
月
16
日（
木
）と
17
日（
金
）に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
小
国
郷
内
の

小
・
中
学
校
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
本
校
生
徒

の
進
路
意
識
と
向
学
心

の
向
上
を
目
指
す
取
り

組
み
で
す
。
毎
年
多
数

の
参
加
が
あ
り
、
は
じ

め
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
す
ぐ
打
ち
解
け
て
、

と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。
夏
休

み
の
課
題
に
真
剣
に
取
り
組
む
小
・
中
学

生
に
高
校
生
も
付
き
添
い
な
が
ら
熱
心
に

指
導
す
る
姿
が
印
象
的
で
、
小
国
郷
の
子

ど
も
た
ち
の
縦
の
つ
な
が
り
が
強
く
感
じ

ら
れ
、
互
い
に
成
長
で
き
る
充
実
し
た
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

小
国
高
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

９
月
１
日（
土
）と
２
日（
日
）に
小
国

高
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
多
く
の

方
々
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
日
目

は
午
後
か
ら
開
会
式
、
ク
ラ
ス
の
代
表
者

に
よ
る
小
論
文
発
表
、
芸
術
選
択
者
に
よ

る
演
奏
、
委
員
会
活
動
発
表
な
ど
が
行
わ

れ
、
２
日
目
は
午
前
中
に
ス
テ
ー
ジ
発
表

や
映
像
作
品
の
上
映
が
あ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
食
品
バ
ザ
ー
で

は
ク
ラ
ス
ご
と
に
か
き
氷
や
ポ
テ
ト
な
ど

様
々
な
模
擬
店
が
で
て
、
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
の
賑
わ
い
で
し
た
。
午
後
か
ら
は
吹

奏
楽
部
が
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
見
事
な

演
奏
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

家
庭
サ
ー
ク
ル
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
為
に

制
作
し
た
ド
レ
ス
を
披
露
し
、
観
客
か
ら

大
き
な
拍
手
を
い
た
だ
き
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
り
ま
し
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
に
地

域
や
保
護
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責
）
校
長　

石
本
明
史

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い
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日
本
の
伝
統
茶
道

ま
い
ぶ
ら
り
ー
ク
ラ
ブ
★

　

セ
ミ
の
鳴
き
声
か
ら
一
転
、
鈴
虫
の
鳴
き

声
が
聞
こ
え
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
朝
夕

は
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
今
回
は
、「
ま
い
ぶ
ら
り
ー
ク
ラ
ブ
」

に
お
邪
魔
し
て
き
ま
し

た
の
で
そ
の
様
子
を
ご

紹
介
し
ま
す
☆
早
速
お

邪
魔
す
る
と
、
先
生
の

自
宅
に
は
茶
道
に
必
要

な
沢
山
の
道
具
が
揃
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
‼
釜
・

茶
し
ゃ
く
・
茶
せ
ん
・
か
え
し
・
と
、
道
具

に
は
そ
れ
ぞ
れ
名
前
が
あ
り
ま
す
。道
具
は
、

上
向
き
・
下
向
き
に
置
く
、
動
作
は
、
指
の

向
き
・
動
き
、
茶
碗
を
回
す
回
数
や
持
ち

方
な
ど
、
全
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
見
難
し

い
よ
う
に
思
え
る
こ
の
動
作
も
、
き
ち
ん
と

順
番
に
し
て
い
く
と
、
お
茶
が
出
来
上
が
り
、

一
連
の
流
れ
は
必
然
的
に
決
ま
っ
た
順
序
通

り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
‼
な
か
な
か
覚
え
ら

れ
ず
、
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
子
ど
も
達
に
、

上
島
先
生
の
指
導
に
も
熱
が
入
っ
て
い
ま
し

た
‼
け
れ
ど
も
、
生
徒
達

は
お
茶
菓
子
が
気
に
な
っ

て
仕
方
が
な
い
様
子（
笑
）

私
も
、
生
徒
が
立
て
て
く

れ
た
お
茶
と
お
茶
菓
子
を

い
た
だ
き
ま
し
た
♡
い
た

だ
く
方
に
も
作
法
が
あ
り
、

「
お
手
前
頂
戴
い
た
し
ま
す
」
と
、
言
っ
て

い
た
だ
く
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
少
し
自
信

な
さ
そ
う
に
立
て
て
く
れ
た
お
茶
で
し
た
が
、

と
っ
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
♪
♪
次
回
お

邪
魔
す
る
時
に
は
さ
ら
に
お
い
し
い
お
茶
が

い
た
だ
け
る
か
も
…
ま
た
お
邪
魔
し
ま
す
♡

　
「
ま
い
ぶ
ら
り
ー
ク
ラ
ブ
」
は
、「
日
本
の

伝
統
茶
道
に
親
し
み
、
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」
を
目
的
と
し
、
上
島
先
生
の
指
導
の
下
、

15
名
の
生
徒
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
２
班
に

分
か
れ
、
各
班
、
月
に
一
度
、
指
導
者
宅
で

作
法
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
11
月
３
日

（
土
）に
行
わ
れ
る
町
の
文
化
祭
で
も
、
お
茶

の
お
披
露
目
を
し
て
く
れ
ま
す
☆
沢
山
練

習
を
し
て
い
る
子
ど
も
達
が
、
美
味
し
い
お

茶
を
た
て
て
く
れ
ま
す
よ
♪
皆
さ
ま
、是
非
、

文
化
祭
へ
足
を
運
び
、
茶
道
を
堪
能
し
て
く

だ
さ
い
★
以
上
、
担
当
の
佐
藤
で
し
た
☆

南
小
国
町
教
育
委
員
会　

き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信

熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校
創
立
40
周
年
記

念
第
16
回
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

　

本
校
は
、
今
年
で
創
立
40

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま

す
、
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
に
併

せ
て
、
40
周
年
の
記
念
式
典

を
行
い
ま
す
。

今
年
の
ま
つ
り
テ
ー
マ
は

「
40
周
年
の
絆　

み
ん
な
で

も
り
あ
が
ろ
う　

え
が
お
！

サ
イ
コ
ー
！
す
ぎ
の
こ
ま
つ

り
！
」
で
す
。
学
校
創
立
40

周
年
を
祝
う
と
共
に
、
日
頃

の
児
童
生
徒
の
取
組
の
成
果

を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
中
学
部
、
高
等
部

の
生
徒
た
ち
が
作
っ
た
作
業

製
品
の
販
売
会
や
食
バ
ザ
ー

な
ど
の
す
ぎ
の
こ
マ
ル
シ
ェ

や
、
児
童
生
徒
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
も
開
催
致
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
場
下
さ
い
。

■
日
時

10
月
20
日
（
土
）

■
場
所

熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校
内

■
日
程

午
前
10
時
～　

記
念
式
典

午
前
11
時
～　

す
ぎ
の
こ
マ
ル
シ
ェ

　
　
　
　
　
　

製
品
販
売
・
食
バ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　

開
始

午
後
12
時
40
分
～
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

午
後
１
時
～　

ス
テ
ー
ジ
発
表

　
　
　
　
　
　
（
午
後
の
部
）

午
後
２
時
45
分
～　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

午
後
３
時　
　

全
日
程
終
了

※
地
域
の
方
は
、
午
前
11
時
か
ら
の
「
す

ぎ
の
こ
マ
ル
シ
ェ
」
か
ら
ご
来
場
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校　

☎（
４
６
）４
３
７
０

担
当
：
教
頭　

岡
田
ま
で

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り
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９
月
８
日（
土
）９
日（
日
）に

町
内
３
小
学
校
の
運
動
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
両
日
と
も
雨
に

な
り
、
３
校
と
も
体
育
館
で
の

運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。
強
い

日
差
し
の
中
、
運
動
場
で
練
習

し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
の
動
き

を
気
に
し
な
が
ら
３
校
と
も
参

観
し
ま
し
た
。

８
日　

市
原
小
学
校

　

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
限

界
突
破
～
力
を
合
わ
せ
て
勝
利

を
つ
か
み
と
れ
～
」
で
す
。
徒

走
は
、
無
理
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
体
育
館
の
縦
を

使
っ
て
全
学
年
あ
り
ま
し
た
。

必
死
に
走
る
姿
に
感
動
し
ま
し

た
。
余
り
差
が
で
な
い
の
で
決

勝
係
り
は
、
着
順
判
定
に
苦
労

し
て
い
ま
し
た
。
係
の
子
ど
も

た
ち
が
、
テ
キ
パ
キ
と
動
い
て

い
た
の
に
は
、感
心
し
ま
し
た
。

８
日　

り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校

　

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
平

成
最
後
の
運
動
会　

仲
間
を
信

じ
て
つ
ら
ぬ
け
49
人
の
全
力
」

で
す
。最
も
感
動
し
た
種
目
は
、

応
援
合
戦
で
す
。
り
ん
ど
う
ヶ

丘
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、

少
林
寺
拳
法
を
習
っ
て
い
る
子

が
多
い
せ
い
か
、
団
長
を
初
め

団
員
の
動
き
に
迫
力
と
キ
レ
が

あ
り
ま
し
た
。

９
日　

中
原
小
学
校

　

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
広

が
れ
中
原
の
絆
の
輪　

熱
き
思

い
を　

平
成
最
後
の
運
動
会

へ
」で
す
。
感
動
し
た
種
目
は
、

全
児
童
に
よ
る
「
中
原
ソ
ー
ラ

ン
」
で
す
。
各
家
庭
か
ら
集
め

た
使
わ
な
く
な
っ
た
こ
い
の
ぼ

り
を
再
生
し
た
法
被
を
ま
と

い
、
体
全
身
を
使
っ
て
表
現
し

ま
し
た
。
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

ア
ン
コ
ー
ル
の
声
と
拍
手
が
涌

き
上
が
り
再
び
ま
い
ま
し
た
。

一
曲
で
も
か
な
り
き
つ
い
の
に

笑
顔
で
二
曲
目
を
踊
っ
た
中
原

の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
感
心
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
運
動
会
は
、
あ
い
に

く
の
雨
で
体
育
館
で
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
が
、
次
の
よ
う
な

声
が
聞
え
て
き
ま
し
た
。

○
演
技
す
る
子
ど
も
た
ち
の
近

く
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
き
れ
た
の

で
良
い
写
真
が
撮
れ
ま
し
た
。

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
し
て
係
り
に

の
仕
事
を
し
な
く
て
よ
か
っ
た

の
で
じ
っ
く
り
我
が
子
の
演
技

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
ダ
ン
ス
の
細
か
い
う
ご
き

ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
日
焼
け
し
な
く
て
良
か
っ
た
。

き
よ
ら
塾
で
書
く
力
を

　

き
よ
ら
塾
で
は
、
毎
回
３
つ

の
単
語
を
使
っ
た
文
章
を
書
い

て
い
ま
す
。
運
動
会
直
後
の
日

に
次
の
課
題
を
出
し
ま
し
た
。

「
運
動
会
、
思
い
出
、
が
ん
ば
っ

た
こ
と
」
次
の
文
章
は
、
市
原

小
５
年
生
の
井
し
お
ん
さ
ん
が

書
い
た
も
の
で
す
。

　

運
動
会
は
、
体
育
館
だ
っ
た

け
ど
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き

ま
し
た
。６
年
生
に
と
っ
て
は
、

最
後
の
運
動
会
だ
っ
た
け
ど
全

力
で
取
組
み
ま
し
た
。
私
は
、

白
団
で
し
た
。
が
ん
ば
っ
た
こ

と
は
、
応
援
団
の
練
習
で
す
。

低
学
年
を
引
っ
張
っ
て
い
く
の

は
、た
い
へ
ん
だ
け
ど
来
年
は
、

団
長
に
な
り
た
い
で
す
。

　
「
継
続
は
力
な
り
」
そ
の
通

り
だ
と
思
い
ま
す
。
塾
生
に
書

く
力
つ
い
て
き
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
書
く
活
動
を
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

174

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
盛
り
上
が
っ
た
体
育
館
で
の
運
動
会

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧た

く
み　応援合戦

11日に再運動会

団長による誓いの言葉
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「
み
な
み
お
ぐ
に
の
味
」９
月

　

南
小
国
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
産
地
消
の
給
食

づ
く
り
を
目
指
し
、
南
小
国
産

の
食
材
が
主
役
と
な
る
日
の
献

立
を
「
み
な
み
お
ぐ
に
の
味
」

と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
地
産
地
消
の
大
切
さ
、

素
晴
ら
し
さ
を
学
ん
で
も
ら
う

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

９
月
の
「
み
な
み
お
ぐ
に
の

味
」
は
、
ア
ス
パ
ラ
と
な
す
の

ス
パ
ゲ
テ
ィ
、
ト
マ
ト
サ
ラ
ダ

で
す
。
南
小
国
産
の
食
材
は
、

以
前
も
紹
介
し
た
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
に
加
え
、
昼
間
は
ま
だ
夏
の

面
影
が
残
る
こ
の
時
期
に
、
夏

野
菜
の
定
番
で
あ
る
な
す
と
ト

マ
ト
を
使
用
し
、
野
菜
た
っ
ぷ

り
の
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
に
し

ま
し
た
。

　

各
学
校
で
は
10
月
５
日
に
前

期
を
終
了
し
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
、
厳
し
い
残
暑
の
中
で
、

学
習
や
運
動
に
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
の

な
す
と
ト
マ
ト
は
ど
ち
ら
も
暑

く
な
り
過
ぎ
た
身
体
を
内
側
か

ら
冷
や
し
て
く
れ
る
効
果
が
あ

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ト
マ
ト

の
酸
味
に
は
疲
労
の
蓄
積
を
防

ぐ
効
果
も
あ
り
ま
す
。
暑
い
時

期
に
も
南
小
国
産
の
食
材
を

し
っ
か
り
食
べ
て
、
元
気
い
っ

ぱ
い
な
子
ど
も
た
ち
で
い
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
「
み
な

み
お
ぐ
に
の
味
」
を
提
供
し
、

子
ど
も
た
ち
の
給
食
が
よ
り
楽

し
く
、
有
意
義
な
も
の
と
な
る

よ
う
給
食
セ
ン
タ
ー
一
同
で
が

ん
ば
り
ま
す
。

【
写
真
】
９
月
13
日
提
供

み
な
み
お
ぐ
に
野
菜
メ
ニ
ュ
ー

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎（
４
２
）０
０
４
７

９
月
の
新
刊
図
書

　

９
月
は
、
17
冊
新
刊
図
書
が

入
り
ま
し
た
。

　

２
人
の
司
書
さ
ん
た
ち
は
、

町
の
図
書
室
や
学
校
の
図
書
室

の
新
刊
書
に
は
、
す
べ
て
ラ
ミ

ネ
ー
ト
カ
バ
ー
を
付
け
て
、
本

を
大
切
に
保
管
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
大
切
に
さ
れ

て
い
る
本
を
図
書
室
で
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

町
の
文
化
祭
で
古
本
市
を
開

き
ま
す
！

　

町
の
文
化
祭（
11
月
３
日
）で

古
本
市
を
開
き
ま
す
。

　

も
し
、
ご
家
庭
に
、
お
譲
り

で
き
る
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

町
の
管
理
セ
ン
タ
ー
秋
吉
ま
で
、

お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
で
す
。
10
月
26
日
（
金
）

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
！

　

お
尋
ね
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
教
育
委
員
会
（
河
津
）
ま

で
お
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
係

☎（
４
２
）０
０
４
７

　

９
月
４
日
、
町
の
図
書
室
に
お

い
て
、
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
吉

田
ひ
と
み
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
図
書
室
は
、

「
子
ど
も
と
本
を
つ
な
ぐ
場
所
」

「
み
ん
な
が
安
心
で
き
る
所
」「
人

と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
」
な
ど
、
図
書
室
の
意
義
や
司

書
と
し
て
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い

て
、、
指
導
を
い
た
だ
き
、
２
人

の
司
書
さ
ん
も
目
を
輝
か
せ
て
学

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

　

今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
方

は
、
72
歳
の
男
性
で
す
。
名
前
は

紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
町
の
図
書

室
を
長
年
利
用
さ
れ
、
本
が
大
好

き
な
方
で
す
。
特
に
好
き
な
ジ
ャ

ン
ル
は
な
く
、
幅
広
く
読
ま
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
今
後
、
更
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

行
き
た
い
町
の
図
書
室
づ
く
り

― 

図
書
室
紹
介 

― 

パ
ー
ト
７　

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

一
　
路

　

江
戸
へ
の
参
勤
を
差
配
す

る
こ
と
に
な
っ
た
小
野
寺
一

路
の
道
中
は
？

〈
浅
田　

次
郎
著
〉

舟
を
編
む

　

辞
書
編
集
部
に
異
動
し
言

葉
へ
の
執
着
心
と
粘
り
強
さ

で
・
・
・
！

　
〈
三
浦　

し
を
ん
著
〉

教育委員会からのお知らせ
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
師
長　
　

　

松
原　

恒
子

　

今
年
４
月
に
お
ぐ
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
病
院
に
受
診
に
来
ら
れ
た

り
、
入
院
さ
れ
る
方
の
看
護
を
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
訪
問
看
護
で
は
、
看
護
師
が

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
の
ご
自
宅
へ

伺
い
看
護
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

お
ぐ
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

平
成
９
年
に
病
院
内
の
訪
問
看
護
か
ら
た

ち
あ
げ
ら
れ
、
平
成
11
年
に
お
ぐ
に
老
人

保
健
施
設
開
所
に
と
も
な
い
、
現
在
の
場

所
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
移
設
さ
れ
、
現
在

に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
看
護
師
不
足
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
病
院
の
外
来
看
護
師
と

の
協
力
体
制
で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し

て
い
ま
す
。
現
在
３
名
の
看
護
師
で
約
37

名
の
利
用
者
様
の
訪
問
に
あ
た
っ
て
お
り

ま
す
。
対
象
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
ご
高
齢
の

方
ま
で
で
す
が
、
現
在
は
、
高
齢
の
方
が

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
障
害
や
難
病
、

慢
性
疾
患
を
お
持
ち
の
方
の
在
宅
で
の
治

療
、
内
服
管
理
、
入
浴
な
ど
の
清
潔
の
援

助
、
看
取
り
の
看
護
に
い
た
る
ま
で
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。

　

最
近
よ
く
耳
に
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
住
民
の
皆
様
が
住
み

慣
れ
た
小
国
郷
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

人
生
の
最
期
ま
で
継
続
で
き
る
よ
う
、
医

療
・
介
護
・
福
祉
・
保
健
の
関
係
者
が
連

携
し
、
支
え
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

当
院
で
は
、
小
国
郷
の
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
一
翼
を
担
う
た
め
に
、
地
域

包
括
ケ
ア
病
床
を
導
入
し
て
地
域
連
携
室

を
中
心
に
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
り
頑
張
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

訪
問
看
護
は
こ
の
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
な
か
で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
・
自
宅
で
、

医
療
を
受
け
ら
れ
る
様
に
支
え
て
い
く
重

要
な
機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
訪
問
看
護
師
は
、
日
々
の
訪

問
で
利
用
者
様
や
ご
家
族
の
思
い
を
重
視

し
、
自
宅
で
よ
り
よ
い
自
分
ら
し
い
療
養

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
病
院
の
医
師
や
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
介
護
職
員
の
方
々
と

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
援

助
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

訪
問
看
護
に
異
動
し
た
当
初
は
訪
問
時

に
緊
張
や
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
利
用

者
様
や
家
族
の
方
が
「
あ
り
が
と
う
」「
来

て
く
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
感
謝
の
言
葉

を
聞
き
、
そ
の
言
葉
や
笑
顔
が
支
え
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
の
熱
い
夏
も
過
ぎ
朝
晩

は
涼
し
く
過
ご
し
や
す
い
秋
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
厳
し
い
小
国
の
冬
が
や
っ
て
来

る
こ
と
を
思
う
と
ま
た
心
配
も
あ
り
ま
す

が
、
四
季
の
移
り
変
わ
る
風
を
感
じ
な
が

ら
日
々
の
訪
問
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

職員紹介

　小国公立病院は８月から“ 地域包括

ケア病床 ”を開設しております。

　それに伴い、当院のリハビリ機能の

強化を目的として、９月１日付けで理

学療法士の小川麻夜さんが新たに採

用されることになりました。皆さんどう

ぞよろしくお願いします。

小
おがわ

川　麻
ま や

夜

▼ひとこと

　９月より勤務させて頂くことになりました、小川麻夜と申します。

これまでは “リハセンターみどりの里 ” に勤務させて頂き、小国

郷のリハビリスタッフの一員として地域の皆様に貢献できる様努

めて参ります。どうぞよろしくお願い申しあげます。
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地域おこし協力隊 徒然日誌１０月号
こんにちは。地域おこし協⼒隊の⽊⽥みか
りです。気温も下がってきて、すっかり秋の雰
囲気ですね。

今回は、お手伝いするイベントのお知らせを
致します。
10月14日（日）に、竹の熊大ケヤキ
ウォーキングイベントを開催します！竹の熊、
千光寺を大ケヤキを中心に歩きます。⽥園
風景や千光寺など、⾒どころはたくさんありま
すので、是非ご参加ください！
昼食は、料理上手なお⺟さんたちが作った
ごはんを大ケヤキのところでいただきます。
是非、ご参加ください！
【詳細】
・開催日：10月14日（日）

午前10時〜午後３時
・開催場所：阿蘇郡南小国町
・集合場所：南小国町 市原保育園
・集合時間：午前10時
・料⾦：小学⽣以下500円/大人1000円
※申込、お問合せは、南小国町観光協会
☏0967-42-1444 ⽊⽥までお願いします。

SMOサイトで記事を書いてます！」まだまだ
南小国のことを知らないので、「こんな面白い
ところあるよ！」ってところがあれば是非教えて
ください！

【ステッカーをつくろう！ワークショップのお知ら
せ】
こんにちは！地域おこし協力隊のワタナベです。
10月は、ペーパーカッターという機械を使ってス
テッカーを作るワークショップを行います。

ガラスに貼ったり

お気に入りの場所に貼れる切り抜きステッカーを
つくります。機材やパソコンの操作はスタッフが
行いますので、初めての方でも安心です。

■日時
10月27日（土）午後１時～午後３時
10月28日（日）午後１時～午後３時
■場所
ファブラボ阿蘇南小国（南小国町満願寺30）
■定員
各時間 3組
■対象

どなたでも（未就学児は保護者同伴でお願いし
ます）
■参加費
1,000円

参加お申し込みは10月26日(金)までに南小国町
役場 農林課 ☏42-1114まで。

参加される日時と参加される方のお名前をお伝
えください。
みなさんと会えるのを楽しみにしています！
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※

　また、6月4日より熊本地震を契機として新たな調査で判明した
追加指定見込み箇所（6,221箇所）の概ねの位置を公表してお
り、今後土砂災害警戒区域等を設定するための調査を進め、調査
が終了した箇所から順次区域の指定を行う予定です。

土砂災害情報ﾏｯﾌﾟhttp://sabo.kiken.pref.kumamoto.jp/website/sabo/index.html

◆土砂災害警戒区域等について

　土砂災害は、毎年全国で平均1,000件程度発生しており、土砂災害の恐れがある危険な箇所も新たな
宅地開発などにより年々増加しています。

　そのようなすべての危険な箇所の対策工事を行っていくには、膨大な時間と費用が必要です。

　熊本県では、土砂法にもとづいて土砂災害（がけ崩れ、土石流、地滑り）の恐れのある範囲を設定し
て土砂災害警戒区域等を指定・公表しています。（平成３０年３月末で土砂災害警戒区域２１，２６８
区域、土砂災害特別警戒区域１９，８０５区域が指定済です。）

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）

　このため、土砂災害から国民の生命を守るために平成13年に土砂災害防止法が施行され、土砂災害防
止工事等のハード対策と併せて警戒避難体制の整備などのソフト対策を推進しています。

　急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、住民の生命又は身体に危害が生じる恐れがあると認められる区
域で、土砂災害警戒区域内では、土砂災害への警戒と安全な場所への早めの避難を心掛けて下さい。

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）

　急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、建築物に損壊が生じ住民等の生命又は身体に著しい危害が生ず
る恐れがあると認められる区域で、建築物の構造規制等が行われます。

熊本県HP　「土砂災害情報マップ」で身の回りの土砂災害警
戒区域等の位置や範囲が確認できます。

熊本県土木部河川港湾局砂防課

土砂災害（土石流）

急傾斜地（がけ崩れ）の区域設定例 土石流の区域設定例 地滑りの区域設定例

ﾚｯﾄﾞｿﾞｰﾝ

ﾚｯﾄﾞｿﾞｰﾝ
イエロー
ゾーン イエロー

ゾーン

イエロー
ゾーン

全国の急傾斜地崩壊危険箇所数※と整備箇所数の推移
※保全人家5戸以上の箇所

（高さ5m以上）
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◆ 土砂災害危険住宅移転促進事業とは？

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）からの
住宅移転支援事業についてのお知らせ

http://sabo.kiken.pref.kumamoto.jp/website/sabo/index.html

◆ 土砂災害特別警戒区域内の被災住宅再建支援事業について

　土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）内の住宅にお住いの方（賃貸を除く）の県内
の安全な区域（イエローゾーン・レッドゾーン外）への移転を支援する事業です。

熊本県では、土砂災害から人命、身体を守るためのソフト対策の一つとして、土砂災害の危険性が
高い地域（レッドゾーン）からの移転を支援する「土砂災害危険住宅移転促進事業」を実施していま
す。レッドゾーンからの住宅移転をお考えの際には、下記の問い合わせ先までご相談ください。

裏面の「土砂災害警戒区域等について」もご覧ください。

お問い合わせ
レッドゾーンからの住宅移転をお考えの際は、役場建設課（42-1114）
または熊本県の担当課へご相談ください。

移転費用のうち３００万円を補助します。
※「がけ地近接等危険住宅移転事業」と併用できる場合は、

最大1,100万の補助となります。

・土砂災害危険住宅移転促進事業の補助対象となる方で、熊本地震により被災
された方（被災者生活再建支援制度の受給対象者）には、被災者生活再建支
援金とは別途に、移転費用のうち３００万円を補助します。

・移転が困難で、やむを得ず現地再建をされる方には、被災者生活再建支援
金と別途に住宅補強費用のうち１５０万円を補助します。

熊本県土木部河川港湾局砂防課熊本県土木部河川港湾局砂防課

レッド内の
住宅再建では
住宅補強が必要

被

災
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

国
民
健
康
保
険
の
一
部
負
担

金
減
免
制
度
に
つ
い
て

　

災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
に

よ
り
、
生
活
が
一
時
的
に
苦
し

く
な
り
、
医
療
費
の
支
払
い
が

困
難
と
な
っ
た
世
帯
に
対
し
、

そ
の
世
帯
主
の
申
請
に
よ
り
入

院
な
ど
に
か
か
る
自
己
負
担
額

を
徴
収
猶
予
ま
た
は
免
除
す
る

制
度
で
す
。

　

次
の
要
件
に
該
当
し
、
生
活

が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
場
合
が
対
象
で
す
。
詳

し
く
は
、
町
民
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
要
件

・
災
害
な
ど
に
よ
り
資
産
に
重

大
な
損
害
を
受
け
た
と
き
。

・
事
業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど

に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し

た
と
き　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

無
料
法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

10
月
１
日（
月
）か
ら
７
日

（
日
）ま
で
の
法
の
日
週
間
の
行

事
と
し
て
、
無
料
法
律
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
に
は
、
弁
護
士
、
調
停

委
員
、
法
務
局
職
員
、
検
察
庁

職
員
お
よ
び
裁
判
所
職
員
が
応

対
し
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

10
月
15
日（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
受
付
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

■
場
所

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所

阿
蘇
支
部

■
相
談
内
容

・
民
事
一
般
（
売
買
、
賃
貸
借
、

雇
用
、
交
通
事
故
な
ど
）

・
家
庭
問
題

（
離
婚
、親
子
関
係
、相
続
な
ど
）

・
人
権
問
題
、
多
重
債
務
、
登

記
、
戸
籍
問
題
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
地
方
・
家
庭
裁

判
所　

阿
蘇
支
部

☎（
２
２
）０
０
６
３

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

　

10
月
15
日（
月
）か
ら
21
日

（
日
）は
、「
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。

　

行
政
相
談
と
は
、
行
政
全
般

に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
受
け
付
け
、
相
談
者
と
行

政
機
関
の
間
に
行
政
相
談
委
員

が
立
ち
、
構
成
・
中
立
の
立
場

か
ら
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
促

進
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
次
の
と
お
り
特
設
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
心
配
ご
と
相

談
も
同
時
に
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

10
月
25
日（
木
）

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所

り
ん
ど
う
荘

■
対
応
者

行
政
相
談
委
員　

穴
井
公
明

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

里
親
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

10
月
は
里
親
月
間
で
す
。

　

里
親
制
度
と
は
、
何
ら
か
の

事
情
に
よ
り
家
庭
で
の
養
育
が

困
難
、
ま
た
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
子
ど
も
に
、
温
か
い
愛

情
と
正
し
い
理
解
を
持
っ
た
家

庭
教
育
の
下
で
の
養
育
を
提
供

す
る
制
度
で
す
。

　

里
親
と
い
う
と
、
幼
少
期
か

ら
そ
の
子
が
成
長
し
大
人
に
な

る
ま
で
の
長
期
に
わ
た
り
養
育

を
担
う
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
養
育
期
間
は
数
週
間
か
ら

十
数
年
ま
で
と
様
々
で
す
。

　

里
親
の
事
を
知
り
た
い
方
、

里
親
制
度
に
少
し
で
も
興
味
の

あ
る
方
は
、
10
月
の
里
親
月
間

に
あ
わ
せ
て
「
里
親
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

10
月
21
日（
日
）

午
後
２
時
～
午
後
４
時

■
場
所

ウ
ェ
ル
パ
ル
く
ま
も
と

※
日
程
が
合
わ
ず
参
加
で
き
な

い
方
は
、
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
個

別
説
明
・
相
談
応
じ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

優
里
の
会
（
事

務
）

☎
０
７
０（
５
４
８
５
）８
３
６
５

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
学
校

平
成
31
年
度
４
月
入
校
生
募
集

■
募
集
科
名
・
定
員

自
動
車
車
体
整
備
科

３
年　

15
名

電
気
配
管
シ
ス
テ
ム
科

２
年　

20
名

総
合
建
築
科

２
年　

15
名

■
応
募
資
格

年
齢
18
歳
以
上
、
高
卒
以
上
ま

た
は
高
卒
見
込
み
の
方

■
願
書
受
付

10
月
10
日（
水
）～

10
月
19
日（
金
）

■
試
験
日

11
月
２
日（
金
）

■
入
校
日

平
成
31
年
４
月
９
日（
火
）

■
そ
の
他

施
設
見
学
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

熊
本
市
南
区
幸
田
１
丁
目
４
番

１
号

※
詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
て
下
さ
い
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新
米
の
食
味
分
析
、
し
て
み

ま
せ
ん
か

　

生
産
者
の
食
味
向
上
へ
の
意

識
高
揚
を
促
す
と
と
も
に
、
市

場
関
係
者
お
よ
び
消
費
者
に
対

す
る
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
九
州
産
米
の

消
費
拡
大
を
目
指
し
て
、
お
米

の
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
出
品
さ

れ
た
お
米
す
べ
て
の
分
析
が
行

わ
れ
、
順
位
表
と
審
査
結
果
表

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

　

出
品
先
は
菊
池
市
で
す
が
、

申
し
込
み
用
紙
な
ど
は
農
林
課

で
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
米

平
成
30
年
度
産　

う
る
ち
米

玄
米
で
２
㎏

■
申
込
料

１
，
０
０
０
円

■
出
品
期
間

11
月
５
日（
月
）ま
で

■
審
査
方
法

・
１
次
審
査

食
味
分
析
器
に
よ
る
玄
米
分
析

・
最
終
審
査

審
査
員
に
よ
る
官
能
審
査

■
成
績
通
知

順
位
表
と
審
査
結
果
表
を
通
知

■
申
込
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ

農
林
課　

農
政
係

☎（
４
２
）１
１
１
４

「
あ
そ
の
山
モ
ン
伐
木
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
２
０
１
８
」開
催

　

阿
蘇
地
域
の
市
町
村
と
林
業

事
業
体
な
ど
で
構
成
す
る
「
阿

蘇
地
域
林
業
担
い
手
対
策
協
議

会
」
は
林
業
技
術
と
安
全
意
識

の
向
上
や
林
業
を
広
め
て
新
規

就
業
者
確
保
を
目
的
と
し
て
、

「
あ
そ
の
山
モ
ン
伐
木
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
２
０
１
８
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

阿
蘇
地
域
の
林
業
従
事
者

が
、
伐
倒
や
枝
払
い
な
ど
の

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
技
術
を
競
い
合

い
ま
す
。
技
術
と
ス
ポ
ー
ツ
感

覚
あ
ふ
れ
る
競
技
で
、
林
業
の

魅
力
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
親
子
で
楽
し
め
る
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

11
月
10
日（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
会
場

南
阿
蘇
村　

道
の
駅
「
あ
そ
望

の
郷
く
ぎ
の
」

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
地
域
林
業
担
い
手
対
策
協

議
会
（
事
務
局　

阿
蘇
地
域
振

興
局
林
務
課
）

☎
０
９
６
７（
２
２
）２
３
１
２

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
行
い
ま
す

　

生
後
91
日
以
上
の
全
て
の
飼

い
犬
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ

り
、
生
涯
１
回
の
登
録
と
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
記
の
と
お
り
集
団
注
射
お

よ
び
登
録
受
付
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
都
合
の
良
い
会
場
に

て
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
犬
の
健
康
に
不
安
が

あ
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の

動
物
病
院
に
て
獣
医
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
も
し
く
は
、
注

射
日
当
日
に
会
場
の
獣
医
師
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

春
に
注
射
を
受
け
て
い
な
い

犬
で
、
町
に
登
録
の
あ
る
飼
い

主
に
は
、
お
知
ら
せ
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
同
封
の
申
請
書
、

問
診
票
お
よ
び
注
射
料
金
を
会

場
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
届
出
が
必
要
な
場
合

・
登
録
済
み
の
犬
が
死
亡
し
た

・
犬
の
所
在
地
や
飼
い
主
が
変

わ
っ
た

・
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で

注
射
を
受
け
た
。（
獣
医
師
発

行
の
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
）

■
期
日

※
黒
川
地
区
の
会
場
が
、
国
道

４
４
２
号
線
沿
い
に
新
設
さ
れ

た
黒
川
温
泉
駐
車
場
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
お
間
違
え
の
無

い
よ
う
に
ご
注
意
下
さ
い
。

■
料
金

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

保
健
衛
生
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

日　　時 時　　間 場　　所

10 月 30 日（火）

13：00～13：25 満願寺公営駐車場

13：45～14：10 ※黒川温泉駐車場

14：25～14：50 波居原公民館

15：10～15：35 元気プラザ中原

16：00～16：30 南小国町役場駐車場

未登録の犬 登録済の犬

登録手数料 ３，０００円 ―

注射料金 ２，５７０円 ２，５７０円

注射済票交付手数料 ５００円 ５００円

合　　計 ６，０７０円 ３，０７０円
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県
庁
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で
犬
猫

の
譲
渡
会
を
開
催
し
ま
す

　

県
で
は
、
11
月
11
日（
日
）県

庁
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に
て
、
今
回

で
３
回
目
と
な
る
犬
猫
の
譲
渡

会
を
開
催
し
ま
す
。
県
内
動
物

愛
護
団
体
と
の
合
同
開
催
の
譲

渡
会
で
す
。
個
性
豊
か
な
動
物

た
ち
と
一
緒
に
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
各
保
健
所
に
お
い
て

も
譲
渡
会
な
ど
を
随
時
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各

保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

県
健
康
危
機
管
理
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
４
８

阿
蘇
保
健
所

☎
０
９
６
７（
２
４
）９
０
３
５

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
安
全
点

検
を
！

　

熊
本
自
身
や
大
阪
府
北
部
の

地
震
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊

し
、尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

ご
自
宅
の

ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の

安
全
点
検

を
行
い
、

地
震
時
に

東
海
や
落

下
を
し
な

い
よ
う
適
切
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。
塀
に
傾
き
や
ひ
び
割

れ
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
注
意

喚
起
の
貼
紙
表
示
を
行
い
、
早

め
の
撤
去
や
作
り
替
え
な
ど
、

事
故
を
防
ぐ
対
策
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

【
熊
本
県　

ブ
ロ
ッ
ク
塀　

点
検

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
】
で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

県
北
広
域
本
部
警
官
建
築
課

☎
０
９
６
８（
２
５
）２
７
２
９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

来
年
熊
本
で
開
催
さ
れ
る

「
２
０
１
９
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
世
界
選
手
権
大
会
」
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
運
営
・
語
学
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
世
界
大
会
を
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
う
！

■
応
募
期
間

11
月
20
日（
火
）ま
で

■
活
動
期
間

２
０
１
９
年
11
月
末
～
12
月
15

日
頃

■
活
動
内
容

会
場
運
営
、
案
内
、
語
学
で
の

観
客
対
応
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進

事
務
局

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
５
８

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

労
使
紛
争
の
解
決
に
「
あ
っ

せ
ん
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇

や
労
働
条
件
の
変
更
な
ど
、
労

働
者
と
事
業
主
と
の
間
に
起
き

た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
自
主

解
決
が
厳
し
い
場
合
に
、
話
し

合
い
に
よ
る
解
決
を
お
手
伝
い

す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、

費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
正
規

社
員
お
よ
び
非
正
規
社
員
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
主
の
方
も

利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
５
３

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

下
城　

孝
浩　
様　

中
杉
田
３

（
故
）照
代　

様　
　
　
　

佐
藤　

秀
喜　
様　

鬼
渕

（
故
）ウ
メ
子　

様　
　
　
　

髙
村
み
や
子　
様　

高
花

（
故
）ユ
リ
子　

様　
　
　
　

髙
村　

富
博　
様　

高
花

（
故
）ミ
ナ
子　

様　
　
　
　

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

10
月
10
日
は
目
の

愛
護
デ
ー
ラ
ヨ

10
月
10
日
は
目
の

愛
護
デ
ー
ラ
ヨ

ス
マ
ホ
や
テ
レ
ビ

ば
か
り
見
て
い
て

　

目
が
ク
タ
ク
タ
…

ス
マ
ホ
や
テ
レ
ビ

ば
か
り
見
て
い
て

　

目
が
ク
タ
ク
タ
…

…
と
か
言
っ
て

た
ら
帰
り
道
で

迷
っ
た
ん
ラ
ヨ
…

…
と
か
言
っ
て

た
ら
帰
り
道
で

迷
っ
た
ん
ラ
ヨ
…

こ
ん
な
と
き
は

ス
マ
ホ
が
使
え
て

あ
り
が
た
い
ラ
ヨ
…

こ
ん
な
と
き
は

ス
マ
ホ
が
使
え
て

あ
り
が
た
い
ラ
ヨ
…

今
年
も
南

小
国
町
に

今
年
も
南

小
国
町
に紅

葉
の
季
節
が

来
た
ん
ラ
ヨ
!!

紅
葉
の
季
節
が

来
た
ん
ラ
ヨ
!!

美
し
い
景
色
で

目
の
保
養
を

す
る
ん
ラ
ヨ
!!

美
し
い
景
色
で

目
の
保
養
を

す
る
ん
ラ
ヨ
!!

　
た
ま
に
は

目
を
休
め
る
こ

と
も
大
事
ラ
ヨ

　
た
ま
に
は

目
を
休
め
る
こ

と
も
大
事
ラ
ヨ

ま
さ
に

　
現
代
病

　
　
　
ラ
ヨ

ま
さ
に

　
現
代
病

　
　
　
ラ
ヨ

こ
と
し

こ
と
し

お
ぐ
に
ま
ち

お
ぐ
に
ま
ち

こ
う
よ
う

こ
う
よ
う

う
つ
く

う
つ
く

めめ

ほ
よ
う

ほ
よ
う け

し
き

け
し
き

きき

き
せ
つ

き
せ
つ

み
な
み

み
な
み

じ
ゅ
う
が
つ
と
う
か

じ
ゅ
う
が
つ
と
う
か

めめ

めめめめ

や
す
や
すだ

い
じ

だ
い
じ

みみ

いい

か
え
か
え

ま
よ
ま
よ

つ
か
つ
か

み
ち
み
ち

あ
い
ご

あ
い
ご

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

【
広
報
８
月
号
の
訂
正
と
お
詫
び
】

　

２
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
た
「
第
68

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
校
正
保
護
女
性
会

（
正
）
更
生
保
護
女
性
会

　

関
係
者
及
び
読
者
の
皆
様
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

10/
13土

14 日 竹の熊大ケヤキ ウォーキングイベント　10：00～
市原保育園

15 月

16 火 第26回きよら祭り   10：00～  市原小学校グラウンド

17 水

18 木

19 金 さくら荘カフェ　13：30～

20 土

21 日

22 月

23 火

24 水

25 木 心配ごと・行政相談　10：00～
地域福祉センターりんどう荘

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火 狂犬病予防注射

31 水 町県民税　第３期　納期限
国民健康保険税　第５期　納期限

11/
1木 手話学習会　小国高校　16：30～17：30

2 金
出張年金相談　10：00～15：00 
　　　　　　　　小国町福祉センター   悠ゆう館
※要予約　熊本東年金事務所　☎096-367-2503

3 土
文化の日

第31回みなみおぐに文化祭　8：30～
市原小学校体育館

4 日 米フェス　11：00～　波居原体育館

5 月

6 火

7 水
乳児健診　13：15～受付　おぐに老人保健施設

※13時から入場可能
南小国町社会福祉協議会　ふれあいバスハイク

8 木 南小国町社会福祉協議会　ふれあいバスハイク
手話学習会　小国高校　16：30～17：30

9 金 子育て広場き☆ら☆ら　10：00～　りんどう荘
（ぬくもり誕生会・きららカフェ） 参加費100円

10 土 阿蘇地域復興フェス in 三愛　10：00～17：00
三愛レストハウス

11 日 南小国町防災訓練　9：00～

12 月

13 火

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

8
／
15
生　

田た
は
ら原　

滉こ
う
だ
い大
く
ん

　
（
父
）裕
介･

（
母
）麻
実　
　

黒　

川

8
／
24
生　

熊く
ま
ぞ
え添　

悠は
る　

く
ん

　
（
父
）和
則･

（
母
）明
美　
　

黒　

川

9
／
3
生　

北き
た
ざ
と里　

都み
や
び姫

ち
ゃ
ん

　
（
父
）町
一
郎･

（
母
）博
美　

白　

川

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

8
／
22　

佐
藤
ウ
メ
子（
90
）鬼　

渕

8
／
25　

下
城　
照
代（
55
）中
杉
田
３

9
／
17　

髙
村
ミ
ナ
子（
79
）高　

花

9
／
18　

日
野　
金
利（
86
）陣　

内

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（8月31日現在）

世帯数　1,779世
帯

（－1）
　男　　1,928人

（－1）
　女　　2,164人

（－1）
　計　　4,092人

（－2）
※（ ）は前月比

10月・11月平成30年
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つ
く

南
小
国
町
広
報
誌
　

広
報

 き
よ

ら
－

自
然
と
調
和
し
た

『
き
よ
ら
の
郷
』

づ
く
り
－
　

№
6
5
9

編
集

･発
行

：
南

小
国

町
役

場
　

ま
ち

づ
く

り
課

〒
869-2492熊

本
県

阿
蘇

郡
南

小
国

町
大

字
赤

馬
場

143番
地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

【
編
集
後
記
】

　

９
月
は
各
地
域
の
お
祭
り
な
ど
が
多

く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
10
月

も
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
！

　

12
日（
金
）に
小
田
の
芋
煮
会
が
開
催

さ
れ
、
14
日（
日
）は
竹
の
熊
大
ケ
ヤ
キ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
初
め
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
16
日（
火
）に
は
秋
の
収
穫
を

感
謝
す
る
き
よ
ら
祭
り
が
市
原
小
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
月
の
広
報
き
よ

ら
３
ペ
ー
ジ
の
「
美
し
い
村
を
探
す
」

で
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
今
年
は
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
か
ら
同
じ
阿
蘇
郡
の
高
森
町
と
、

福
岡
県
八
女
市
星
野
村
か
ら
出
店
が
あ

り
ま
す
。
い
つ
も
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ

た
き
よ
ら
祭
り
に
み
な
さ
ん
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。（
Ｓ
）

昨年度きよら祭り
カラオケ大会の様子

ケーブルテレビ使用料の収納（納付）方法が
変わります（一部の方）

　現在、ケーブルテレビ更新事業により、順次、光回線への切替工事（家屋へ
の引込・宅内工事）を行っております。まだ工事が完了していないお宅も多数
ありますが、今しばらくお待ちいただきますようお願い致します。
　さて、今月（10 月分）のケーブルテレビ使用料から、下記のとおり、収納（納
付）方法が、工事の完了状況等によって変更となりますのでお知らせ致します。

①光回線への切替工事（家屋への引込・宅内工事）が完了している場合
②光回線への切替工事（家屋への引込・宅内工事）が完了していない場
合（※加入申込書提出済みの場合）
　役場を通じて、光ネットワーク㈱へ提出した口座振替依頼書に記載さ
れた口座から振り替えさせていただきます。①の場合は新料金、②の場
合はこれまでどおりの料金を振り替えさせていただきます。尚、①②と
も初回振替日は 10月 29 日となります。

③光回線への切替工事（家屋への引込・宅内工事）が完了していない場
合（※加入申込書未提出の場合）
　これまでどおりの料金を、役場登録口座からの振り替え（毎月 25日）、
または、役場から送付される納付書により役場会計室・指定金融機関窓
口で納付（納期限有）、となります。

■問い合わせ
　光ネットワーク㈱　南小国町仮設事務所
　☎４２－１３２０

南小国町役場　まちづくり課
☎４２－１１１２
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